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　現在、自動車の原動機の種類としては、ガソリン

車・ディーゼル車・ハイブリッド車・ＣＥＶ車（ＥＶ

＝電気自動車、ＦＣＶ＝燃料電池車、ＰＨＥＶ＝プ

ラグインハイブリッド）などがありますが、政府は

2050年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロに

する、カーボンニュートラルを目指すと宣言していま

す。そうなるとタクシー業務に耐えうるＥＶ車両の開

発が必要不可欠で、短時間の急速充電で500㎞以上の

走行距離は欲しいところです。すでに国内で導入が始

まったｅ6（ＢＹＤ社製電気自動車）は、カタログ上で

は最大航続距離が500㎞を超えるようですが、実用上は

どこまで走れるのかは疑問ですし、充電に要する時間

が一番の問題点であって、さらに本格的実用化に向け

ては充電ステーションなどのインフラ整備が急務とな

ります。

　自動運転に関しては日進月歩で技術開発が進み、ア

メリカではサンフランシスコの一部地域で「Ｗａｙｍ

ｏ」や「Ｃｒｕｉｓｅ」が、完全自動運転の無人タク

シーを運行しています。車両に自動運転レベル４以上

の技術が搭載され、アクセル・ブレーキ・ハンドルの

制御はＡＩが判断し、安全性を確保するために、人間

による遠隔監視システムを導入しています。日本でも

自動運転タクシーが走行区域を限定して、公道で実証

実験を行ないましたが、まだまだ開発途上で、本格運

行をするまでには超えなければならないハードルは高

い状況です。

　それら両方の技術を備えた無人の自動運転タクシー

が、５年先、10年先、20年先で比べると、かなり様相

が違ってくるでしょうが、早い段階で開発が進み、主

流をなしていくのかもしれません。そして、いずれ車

道ではなく空中を走行するエアモビリティが一般化し

て、ＳＦ映画に出てくるような光景が当たり前になる

かもしれません。すでに2025年の大阪万博では空を飛

ぶ「ＳｋｙＴａｘｉ」がデビューすると発表されてい

ますが、運行は有人旅客型ＥＶドローン（パイロット

＋旅客４名が搭乗可能）を検討しているようです。

　そこで、未来のタクシー産業がどのように変化して

いるか想像しますと、

何年か先には間違いな

く無人の自動運転タク

シーが、街中を飛行し

ている姿が当たり前に

なっているならば、タ

クシー事業自体も大き

な変革がなされてきます。労働集約型産業の代表格で

あるタクシー産業に、人件費を払わなければならない

乗務員が必要なくなれば、初期の設備投資と保全維持

費用などを賄えればすむことになり、労働組合と賃金

協定を取り交わすことや、春闘などの労使交渉に時間

を費やされることもなくなり、経営者にとっては好都

合なのかもしれません。仮にタクシー料金が現行の10

分の１程度になれば利用者にとっては喜ばしいことで

すし、そうなるとマイカーの所有率も大きく減少する

のではないでしょうか。

　他産業でも、いずれすべての労働力がロボットやＡ

Ｉに切り替わって、人間による労働力が必要なくなる

と、経済活動や社会情勢はどのように変わっていくの

でしょうか？

　システムが完璧に構築された後は、ベーシックイン

カムのような制度で、人生の全てを自らの開花につな

げるような生き方ができるようになるかもしれませ

ん。しかし途上の段階では、失業者の蔓延、飢饉、戦

争など、苦しみを乗り越えなければ世界が新たな段階

へ進むことができないのでは？

　人類の未来にとって、科学や文明の発達よりも大事

にすべきことがあるのではないかとも思いますが、い

つの時代でも私利私欲に眼が眩んでいる政治家や資本

家に、人類の命運が左右されることを考えると、悲壮

感にさいなまれる方もいるでしょう。しかし、人は突

然に天国に召されることもあるので、それぞれの夢を

かなえながら、精一杯今を大切に生きていきましょ

う。＜了＞
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